
解説

現金ベースでの経営状況を表す指標です。
苦しいと言われる国立大学病院の経営について，具体的に数字を挙げて状況を示して対応や方
策を促すための重要な指標になります。

実績

自己点検評価

新型コロナウイルス感染症拡大の影響による大幅は収益の落ち込みはあったものの、これまでに
整備を進めてきたハイブリッド手術室や外来化学療法室による収益の増加により、業務損益収支
率は100％超を維持していますが、新型コロナ関連補助金の財政的支援がなければ、収益悪化
は避けられませんでした。また高額な薬剤・材料の使用増や「働き方改革」による人件費の増によ
り経常費用は増加しており、依然として厳しい経営状況が続いています。

定義

対象年度１年間の，業務損益収支率。
財務諸表（損益計算書）の経常収益，経常費用から算出します。
※平成２８年度より追加された項目です

算式

分子：経常収益
分母：経常費用

75　業務損益収支率（病院セグメント）
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